
〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の
産
業

政
策
〟
の
要
点

森
信
　
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
が

大
き
く
変
わ
る
中
、
経
産
省
が
現
在
進
め
て
い

る「
経
済
産
業
政
策
の
新
機
軸
」、こ
れ
は〝
ミ
ッ

シ
ョ
ン
志
向
の
産
業
政
策
〟
が
そ
の
中
核
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
概
要
と
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
お
聞
か
せ
願
え
ま
し
た
ら
。

飯
田
　
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
、
わ
が
国
は
成
熟

国
家
と
し
て
新
自
由
主
義
的
政
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
私
自
身
若
い
こ
ろ
、
予
算
を
１
円
も

使
わ
な
い
規
制
緩
和
が
経
済
政
策
の
中
心
で
、

こ
れ
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
が
、
残

念
な
が
ら
同
政
策
は
必
ず
し
も
結
果
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
面
も
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
国
際
社

会
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
点
も
踏
ま
え
、〝
世

界
的
潮
流
を
踏
ま
え
た
産
業
政
策
の
転
換
〟
を

目
指
し
、
２
０
２
１
年
に
「
経
済
産
業
政
策
の

新
機
軸
」（
以
下
、「
新
機
軸
」）
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。

森
信
　
同
「
新
機
軸
」
の
要
諦
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
。

飯
田
　
従
来
の
よ
う
な
官
が
主
導
す
る
伝
統

的
産
業
政
策
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
官
が
民

の
活
動
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
徹
す
る
新
自
由

主
義
的
政
策
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
、
現
在
の
社

会
・
経
済
課
題
解
決
に
向
け
て
官
も
民
も
一
歩

前
に
出
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
す
る
と

い
う
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に
、
海
外
で

は
政
権
が
変
わ
る
と
政
策
の
方
向
性
が
大
き
く

変
容
す
る
な
ど
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
場
に
委
ね
る
の
み
で
は
対
応
で
き

な
い
、
す
な
わ
ち
公
的
部
門
が
関
与
す
る
必
要

が
あ
る
社
会
・
経
済
課
題
に
つ
い
て
、
そ
の
解

決
を
〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
〟
と
位
置
付
け
ま
し

た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
大

規
模
・
長
期
・
計
画
的
に
支
援
を
行
う
な
ど
、

各
〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の
産
業
政
策
〟
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

森
信
　
そ
の
枠
組
み
と
内
容
に
つ
い
て
お
願

い
し
ま
す
。

飯
田
　
は
い
。
社
会
課
題
解
決
を
成
長
の
エ

ン
ジ
ン
と
捉
え
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の
産
業

昭和38年５月２日生まれ、埼玉県出身。東京
大学法学部卒業。63年通産省入省、平成26年
経済産業省大臣官房秘書課長、29年大臣官房総
括審議官（併）地域経済産業グループ長、30年
産業技術環境局長、令和２年資源エネルギー庁
次長（併）大臣官房首席エネルギー・環境・イ
ノベーション政策統括調整官、３年大臣官房長、
４年経済産業政策局長（併）内閣官房ＧＸ実行
推進室長、５年７月より現職（併）内閣官房Ｇ
Ｘ実行推進総括室長

いいだ　ゆうじ
飯田　祐二
経済産業事務次官
ゲスト

霞
が
関
の
核
心
核

経
済
産
業
事
務
次
官　

飯
田

　祐
二

27 　　20252025 .. 55

森信茂樹森信茂樹が問うが問う 不定期連載 （原則年 6回）（原則年 6回）

経済産業政策の新機軸、経済産業政策の新機軸、
その意義と推進に向けてその意義と推進に向けて

経
済
産
業
省
が
２
０
２
１
年
に

経
済
産
業
省
が
２
０
２
１
年
に

打
ち
出
し
た
「
経
済
産
業
政
策

打
ち
出
し
た
「
経
済
産
業
政
策

の
新
機
軸
」
は
、
日
本
の
産
業

の
新
機
軸
」
は
、
日
本
の
産
業

界
が
変
化
に
対
応
し
課
題
を
克

界
が
変
化
に
対
応
し
課
題
を
克

服
す
る
た
め
の
重
要
な
指
針
と

服
す
る
た
め
の
重
要
な
指
針
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

世
界
の
政
治
・
経
済
環
境
が
激

世
界
の
政
治
・
経
済
環
境
が
激

変
し
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、

変
し
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、

同
「
新
基
軸
」
の
意
義
と
役
割

同
「
新
基
軸
」
の
意
義
と
役
割

は
よ
り
一
層
重
み
を
増
す
と
言

は
よ
り
一
層
重
み
を
増
す
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
今
回
、
飯
田
祐

え
る
だ
ろ
う
。
今
回
、
飯
田
祐

二
次
官
に
Ｇ
Ｘ
や
半
導
体
な
ど

二
次
官
に
Ｇ
Ｘ
や
半
導
体
な
ど

主
要
分
野
を
中
心
に
そ
の
理
念

主
要
分
野
を
中
心
に
そ
の
理
念

と
方
策
を
解
説
し
て
も
ら
い
、

と
方
策
を
解
説
し
て
も
ら
い
、

加
え
て
開
幕
し
た
ば
か
り
の
大

加
え
て
開
幕
し
た
ば
か
り
の
大

阪
・
関
西
万
博
の
魅
力
も
ア

阪
・
関
西
万
博
の
魅
力
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
も
ら
っ
た
。

ピ
ー
ル
し
て
も
ら
っ
た
。

東京財団政策研究所研究主幹

森 信 茂 樹
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海
外
に
劣
後
す
る
、

日
本
の
人
材
投
資

森
信
　「
新
機
軸
」
と
は
、

官
が
主
導
す
る
伝
統
的
産
業
政

策
で
も
な
く
、
新
自
由
主
義
的

政
策
で
も
な
い
、
こ
の
点
が
新

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
他

の
主
要
国
で
も
こ
の
よ
う
な
政

策
で
国
内
投
資
促
進
を
進
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

飯
田
　
は
い
、
米
国
バ
イ
デ

ン
前
政
権
時
に
相
次
い
で
打
ち

出
さ
れ
た
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
法
、
イ

ン
フ
レ
抑
制
法
が
い
ず
れ
も
国

内
投
資
促
進
を
狙
っ
た
政
策
で

す
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
米
国
の
地
図
が

掲
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
、
バ
イ

デ
ン
政
権
に
な
っ
て
こ
れ
だ
け

投
資
を
呼
び
込
み
ま
し
た
、
と

い
う
実
績
が
図
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
方
向
性
は
、
手
法
は
違
え
ど
現
在

の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
同
様

で
、
関
税
政
策
を
打
ち
出
す
一
方
で
国
内
法
人

税
を
下
げ
、
米
国
内
へ
の
投
資
を
慫

し
ょ
う

慂よ
う

す
る
と

い
う
方
策
で
す
。

Ｅ
Ｕ
も
、
24
年
９
月
に
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る

ド
ラ
ギ
レ
ポ
ー
ト
こ
と
「
欧
州
の
競
争
力
の
未

来
」
は
、
設
備
や
研
究
開
発
も
含
め
、
Ｅ
Ｕ
へ

の
国
内
投
資
を
奨
励
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
一
連
の
政
策
は
い
ず
れ
も
、
特
別

国
債
を
発
行
す
る
な
ど
し
て
自
国
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
中
国
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

森
信
　
一
方
、
日
本
で
は
長
ら
く
経
済
低
迷

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
日
本
経
済
の

生
産
性
が
低
下
し
て
い
る
主
因
は
何
で
し
ょ
う

か
。飯

田
　
潜
在
成
長
率
を
要
因
分
解
す
る
と
、

全
要
素
生
産
性
は
他
国
と
そ
れ
ほ
ど
遜
色
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
大
き
く
異
な
る
の
は
資
本
投

入
量
で
す
。
特
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

後
、
多
く
の
日
本
企
業
は
海
外
で
投
資
を
拡
大

霞
が
関
の
核
心
核

経
済
産
業
事
務
次
官　

飯
田

　祐
二

伝統的産業政策 
(~1980s) 

新自由主義的政策 
(1990s~2010s) 

経済産業政策の新機軸 
(2021~) 

目的 特定産業 
の保護・育成 

市場環境 
 の整備 

多様化する中長期の社会・経済課題の解決 
（「ミッション志向」） 

理論的根拠 
「市場の失敗」 

の是正 
幼稚産業保護 

市場機能の重視 
「政府の失敗」を懸念 

不確実性への対応（政府による市場の創造） 
「政府の不作為」を懸念 
（政府もリスクを負う「起業家国家」） 

政策の 
フレームワーク 

ミクロ経済政策 
（供給サイド） 

官主導 
～過当競争の防止～ 

ミクロ経済政策 
（供給サイド） 

民主導 
～競争の促進～ 
（厳格な費用効果分析 

   に基づく事前評価重視） 

ミクロ経済政策とマクロ経済政策の一体化 
（需要と供給の両サイド、生産的政府支出(PGS)等） 
意欲的な目標設定、その実現に向けたイノベーション支援、規
制・制度、標準化、国際連携等、政策ツールを総動員 
失敗を恐れず挑戦、失敗から学習(「フェイル・ファスト」) 
総合的・多面的な事後評価重視 

財政出動 中規模・中期 小規模・単発・短期 大規模・長期・計画的 

世界的潮流を踏まえた産業政策の転換 ＝ 「経済産業政策の新機軸」 

伝統的に産業政策を忌避しがちな米欧アカデミズム、IMF、OECDなどでも、従来の「市場の失敗への介入」を超えて、
社会・経済課題の解決に向けて、政府が積極的介入をすることで民間投資・イノベーションを促すことの効果を研究。 

官が主導する伝統的産業政策ではなく、官は民を邪魔しないことに徹する新自由主義的政策でもない、 
社会・経済課題解決に向けて、官も民も一歩前にでて、あらゆる政策を総動員する（新たな産業政策＝新機軸） 

（資料：経済産業省）
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政
策
」
と
「
社
会
基
盤
の
組
替
え
」
と
い
う
枠

組
み
の
下
、
大
規
模
・
長
期
・
計
画
的
な
産
業

政
策
の
強
化
策
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
国
内
投
資
の
拡
大
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
加
速
、
国
民
の
所
得
向
上
、
こ
の
三
つ
の
好

循
環
の
実
現
を
一
貫
し
て
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

国
内
投
資
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
て
内

需
を
創
出
し
、
国
内
産
業
の
付
加
価
値
を
上
げ

賃
金
ア
ッ
プ
を
図
る
、
こ
れ
が
「
新
機
軸
」
の

柱
と
な
り
ま
す
。

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の
産
業
政
策
」
は
内
訳

と
し
て
、
①
Ｇ
Ｘ
、
②
Ｄ
Ｘ
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
・

経
済
安
全
保
障
、
④
健
康
、
⑤
少
子
化
対
策
に

資
す
る
地
域
の
包
摂
的
成
長
、
⑥
災
害
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
、
⑦
バ
イ
オ
モ
ノ
づ
く
り
、
⑧
資
源
自

律
経
済
、
の
８
分
野
を
設
定
し
、「
社
会
基
盤

の
組
替
え
」
に
関
し
て
は
、①
人
材
、②
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
③
価
値
創
造

経
営
、
④
Ｅ
Ｐ
Ｂ
Ｍ
・
デ
ー
タ
駆
動
型
行
政
、

の
４
分
野
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
社
会
基
盤
と

は
、
言
わ
ば
Ｏ
Ｓ
で
あ
り
、
そ
の
組
み
替
え
に

よ
っ
て
八
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
て
い

く
、
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

森
信
　
日
本
企
業
の
失
わ
れ
た
30
年
間
の
企

業
行
動
は
、
企
業
収
益
が
回
復
し
て
も
国
内
投

資
や
賃
上
げ
に
回
す
こ
と
な
く
、い
わ
ゆ
る「
内

部
留
保
」
を
積
み
上
げ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

「
新
機
軸
」
の
打
ち
出
し
か
ら
４
年
経
過
し
た

今
日
、
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
は
い
か
が

で
す
か
。

飯
田
　
主
だ
っ
た
分
野
で
は
、Ｇ
Ｘ
推
進
法
、

５
Ｇ
法
、
半
導
体
支
援
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
５

か
年
計
画
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
１
兆
円
支
援
、
経

済
対
策
「
国
内
投
資
７
兆
円
支
援
」
等
々
の
策

定
や
構
築
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
少

な
く
と
も
過
去
３
年
間
は
国
内
投
資
も
増
え
、

賃
金
も
上
昇
す
る
な
ど
結
果
が
現
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
後
は
こ
の
賃
上
げ
が
中
堅
・
中
小
企

業
に
波
及
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た

「
新
機
軸
」
に
よ
り
注
力
で
き
る
よ
う
、例
え
ば

経
済
安
全
保
障
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｇ
Ｘ
を

専
門
に
担
当
す
る
部
局
を
新
た
に
独
立
さ
せ
る

な
ど
、
省
内
の
大
幅
な
機
構
改
革
も
施
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
各
取
り
組
み
や
昨
年
６
月
の
中
間

整
理
の
内
容
を
踏
ま
え
、
４
月
末
に
２
０
４
０

年
の
産
業
構
造
の
見
通
し
を
取
り
ま
と
め
ま

す
。
国
内
投
資
目
標
を
高
く
設
定
し
、
内
需
の

拡
大
、
賃
金
の
上
昇
、
そ
し
て
人
口
減
の
局
面

に
お
い
て
も
着
実
に
成
長
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
を

描
い
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
は
、
製
造
業
の

付
加
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
、
介
護
な
ど

人
手
を
要
す
る
反
面
、
付
加
価
値
が
低
い
分
野

に
つ
い
て
は
省
力
化
に
向
け
て
徹
底
的
な
改
革

を
行
う
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
伸
長
、
等
の
メ

ニ
ュ
ー
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容

に
対
し
、
さ
ら
に
諸
方
面
か
ら
の
精
査
を
い
た

だ
く
こ
と
で
精
度
を
高
め
、「
新
機
軸
」
の
実

現
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
け
れ
ば
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

もりのぶ　しげき
法学博士。昭和48年京都大学法学部卒業
後大蔵省入省、主税局総務課長、大阪大
学教授、東京大学客員教授、東京税関長、
平成16年プリンストン大学で教鞭をとり、
17年財務省財務総合政策研究所長、18年
中央大学法科大学院教授。東京財団政策
研究所研究主幹。著書に、『日本が生まれ
変わる税制改革』（中公新書）、『日本の税
制』（PHP新書）、『抜本的税制改革と消費
税』（大蔵財務協会）、『給付つき税額控除　
日本型児童税額控除の提言』（中央経済社）
等。日本ペンクラブ会員。
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グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
資
本
家

は
世
界
全
体
で
の
収
益
追
求

と
リ
タ
ー
ン
の
最
大
化
を
目

的
と
す
る
た
め
、
活
動
の
拠

点
は
日
本
で
な
く
て
も
よ
い

の
で
す
。
実
際
に
、
世
界
各

国
の
中
で
日
本
は
米
国
に
対

す
る
投
資
額
が
５
年
連
続
１

位
で
あ
る
よ
う
に
、
海
外
で

の
投
資
拡
大
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
日
米
間
貿
易

摩
擦
の
要
因
と
な
っ
た
対
米

貿
易
黒
字
も
、
私
が
入
省
し

て
以
後
最
大
時
６
割
超
に
も

達
し
て
い
た
の
が
、
今
で
は

５
％
台
に
な
り
、
同
数
字
は

世
界
全
体
で
も
７
位
で
す
。

経
常
収
支
で
還
元
さ
れ
る
直

接
投
資
収
益
の
半
分
く
ら
い

は
、
再
び
現
地
国
で
投
資
に

回
さ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本

国
内
に
ま
と
ま
っ
た
額
が
還

流
さ
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
海
外
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
は

必
要
で
す
が
、
同
時
に
日
本
国
民
の
豊
か
さ
向

上
に
向
け
た
国
内
投
資
に
注
力
し
て
ほ
し
い
、

と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
ま
す
。

森
信
　
わ
が
国
で
は
２
０
０
９
年
の
改
正
で

レ
パ
ト
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
外
国
子
会
社
配

当
益
金
不
算
入
制
度
）
を
導
入
し
ま
し
た
が
、

日
本
企
業
は
現
地
の
利
益
を
日
本
に
は
持
っ
て

帰
ら
ず
現
地
に
た
め
て
い
ま
す
。

飯
田
　
同
税
制
は
既
に
構
築
し
て
い
る
の
で

す
が
、こ
れ
は
収
益
額
全
体
の
５
％
程
度
で
す
。

そ
も
そ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
と
っ
て
も
、
日

本
国
内
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
収
益
を
あ
げ
る
環

境
が
整
備
さ
れ
な
い
と
資
金
を
還
流
さ
せ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
経
済
が
停
滞
し

て
い
る
か
ら
海
外
で
収
益
を
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
経
済
が
低
迷
す
る
国
内
に

資
金
を
戻
す
く
ら
い
な
ら
従
業
員
の
給
与
も
含

め
て
、
も
っ
と
海
外
に
投
資
し
よ
う
と
い
う
方

向
に
な
り
が
ち
で
す
。

森
信
　
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
国
内
の
生

霞
が
関
の
核
心
核

経
済
産
業
事
務
次
官　

飯
田

　祐
二

⚫ 2021年の産構審総会「経済産業政策の新機軸」。

⚫ 2022年6月の第1次中間整理：政策の転換
➢社会課題解決＝成長エンジン、「ミッション志向産業政策」＋「社会基盤(OS)の組替え」という枠組み。
⇒ GX推進法・20兆円規模支援方針、５Ｇ法・半導体支援、スタートアップ5カ年計画、リスキリング1兆円支援、

 経済対策「国内投資７兆円支援」等

⚫ 2023年6月の第2次中間整理：政府全体・官民連携へ拡大
➢ミッション＝潜在需要を開拓するミクロ政策で、国内投資・イノベーション・所得向上の好循環というマクロ目標を実現。
⇒ 国内投資フォーラムの創設、経団連2027年度115兆円目標と官民目標への昇華
⇒ 「国内投資促進パッケージ」（11府省庁200強事業）、「中堅企業成長促進パッケージ」（12府省庁190施策、うち18施策を厳選）
産業競争力強化法改正 等

⚫ 2024年6月の第3次中間整理：日本経済は変化するチャンスだが、ここからが正念場、予見可能性向上が重要
➢将来の“飯の種”を生み出す国内投資を後押しするため、財政支援を含めて積極的な産業政策を更に展開し、企業の予見可能性を高める。
⇒ 2040年頃に向けた将来見通しの提示（新機軸の政策継続で「人口減少下でも一人一人が豊かに生活できる」定性的なシナリオ）
⇒ 国内投資の官民目標の更新（2030年135兆円、2040年200兆円）
⇒ 「中堅企業成長ビジョン」（中堅企業の役割や課題、官民で取り組むべき事項）
⇒ 情促法等改正法案・７年間で10兆円の公的支援を行う”AI・半導体産業基盤強化フレーム”により50兆円を超える官民投資を引き出す、
 GXビジョン2040、第7次エネルギー基本計画、GX推進法等改正法案（排出量取引制度等）、下請法改正法案、早期事業再生法案等

⚫ 2025年 第４次中間整理：成長投資が導く2040年の産業構造

（参考）これまでの取組

（資料：経済産業省）
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し
て
い
く
一
方
、
相
対
的
に

日
本
で
の
投
資
は
横
ば
い
を

た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
企
業
の
売
上
高
に

対
す
る
研
究
開
発
費
の
割

合
は
、
他
国
で
は
増
加
し
て

い
る
の
に
対
し
日
本
は
横
ば

い
、
し
か
も
日
本
企
業
に
お

け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
以
外
の
人
材
投

資
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
諸
外
国
と

比
べ
て
著
し
く
低
い
、
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
日
本
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ

中
心
で
、
米
国
な
ど
で
は
労

働
移
動
す
る
人
に
対
し
て
も

投
資
し
て
い
る
の
と
お
よ
そ

対
照
的
で
す
。
こ
の
投
資
劣

後
が
日
本
に
お
け
る
大
き

な
課
題
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。森

信
　
日
本
企
業
の
投
資

促
進
と
い
う
場
合
、
国
内
よ

り
海
外
投
資
指
向
が
高
ま
っ

て
い
く
と
い
う
感
じ
が
し
ま

す
が
、
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

飯
田
　
そ
う
で
す
ね
、
国
内
で
は
既
存
設
備

を
維
持
し
つ
つ
も
、
海
外
投
資
を
拡
大
す
る
こ

と
で
安
価
な
生
産
コ
ス
ト
に
よ
る
逆
輸
入
を
図

り
、
ま
た
、
地
産
地
消
と
し
て
国
内
で
既
に
確

立
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
他
国
に
横
展
開
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
構
図

が
、
日
本
企
業
の
現
状
を
形
成
し
て
い
る
主
因

の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
を
抑

え
て
利
益
を
拡
大
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
既
存

事
業
を
有
効
活
用
す
る
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
の
稼

ぎ
方
が
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
合
理
的
な

も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

わ
れ
わ
れ
も
産
業
界
の
ご
意
見
を
傾
聴
し
な

が
ら
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

企
業
と
政
府
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
の
違
い
に
応

じ
て
視
点
を
分
け
る
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

森
信
　
目
線
の
違
い
、
と
は
。

飯
田
　
簡
潔
に
申
し
て
、
資
本
が
最
大
化
し

た
い
も
の
と
、政
府
が
最
大
化
し
た
い
も
の
は
、

厳
密
に
は
同
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
国

民
の
生
活
の
豊
か
さ
を
追
求
す
る
の
に
対
し
、

「経済産業政策の新機軸」の枠組み

⚫ 2021年の産構審総会以降、社会課題解決を成長のエンジンと捉え、 「ミッション志向の産業政策」と「社会基盤の組
換え」 という枠組みの下で、大規模・長期・計画的な産業政策の強化策を提示。

⚫ 一貫して、①国内投資の拡大、②イノベーションの加速、③国民の所得向上の3つの好循環の実現を掲げてきた。

ミッション志向の産業政策（8分野） 社会基盤（OS）の組換え（4分野）
世界的な社会課題を起点に、人口減少下でも中長期的に拡大する国内需要を
開拓。海外含め需給両面から施策を継続実施することで世界水準の戦略投資を
加速。政府支援は、国富を拡大する「国の戦略投資」。

 ＜ミッション>
 ＧＸ：今後10年で150兆円超の官民投資、そのために20兆円規模の政府支援。

 ＤＸ：デジタル化による新たなサービスへの需要が創出、ソフトウェアを含む設備投資が増加。例えば、
2030年までに国内で半導体を生産する企業の合計売上高（半導体関連）15兆円超を目指す。AI・
半導体で10兆円の公的支援により、10年間で50兆円超の官民投資、約160兆円の経済波及効果。

 グローバル・経済安全保障：世界の課題解決を通じて日本の世界における付加価値を最
大化すると同時に、不確実な世界においても信頼できる経済パートナーで在り続けるため、ルールに基づく国
際経済秩序の維持・強化・再構築を実現/対内直接投資残高を2030年に100兆円とする目標を早期に
実現/自律性向上、優位性・不可欠性確保を実現

 健康：2040年に健康寿命75歳以上、2050年に公的保険外サービス77兆円、世界市場の獲得

 少子化対策に資する地域の包摂的成長：地域の良質な雇用や豊かな生活環境の
創出(可処分所得/時間の向上等)を通じ、希望出生率を1.8に回復、将来的には更なる希望向上へ

 災害レジリエンス：途上国の適応市場（2050 年約 70 兆円）含めた世界市場の獲得。

 バイオものづくり：2030年時点で国内外で総額92兆円の市場規模。

 資源自律経済：2030年に80兆円、2050年に120兆円のサーキュラーエコノミー市場を実現。

ミッションの実現には、個別産業政策を補完するものとして、
テーマ横断的な経済社会構造の基盤整備も必要。個
別ミッション範囲外でも、国内投資・イノベーション・所得向
上の３つの好循環に貢献。

＜社会基盤（OS）＞
 人材
物価上昇を超える賃上げの持続的な実現

 スタートアップ・イノベーション
スタートアップへの投資額を今後5年で10倍

 価値創造経営
日本の代表的企業がPBR1倍超えとなる割合を2030年に8割に

 EBPM・データ駆動型行政

（資料：経済産業省）
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子
高
齢
化
等
の
解
決
に
は
デ
ジ
タ
ル
が
欠
か
せ

な
い
以
上
、
必
然
と
し
て
半
導
体
が
日
本
の
将

来
を
左
右
す
る
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。し

か
し
日
本
は
現
在
、
先
端
半
導
体
を
中
心

と
し
て
、
そ
の
供
給
を
東
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
か

ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
状
態
で
す
。
従
っ

て
供
給
が
途
絶
し
た
場
合
に
日
本
が
被
る
経
済

的
損
失
は
極
め
て
甚
大
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
国
内
で
半
導
体

供
給
能
力
を
確
立
・
強
化
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。こ
の
状
況
は
他
国
で
も
変
わ
ら
ず
、

米
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
製
造
業
の
盛
ん
な
国
で
は

半
導
体
の
供
給
確
保
と
自
国
生
産
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

森
信
　
し
か
し
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
し
進
め
る

と
、
電
力
需
要
が
増
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

飯
田
　
そ
の
点
も
半
導
体
の
進
化
と
利
活
用

促
進
に
よ
っ
て
、
需
要
増
大
の
抑
制
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
技
術
水
準
の
ま
ま
で
は

今
後
、
確
か
に
電
力
需
要
は
急
増
し
ま
す
が
、

例
え
ば
微
細
化
に
よ
り
３
nm（
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）

の
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
は
、
同
40
　

nm
に
比
べ
同
一

計
算
量
当
た
り
の
電
力
消
費
量
を
約
40
分
の
１

に
低
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
つ
ま
り
電
力

消
費
効
率
が
従
来
比
で
約
40
倍
と
な
り
、
こ
う

し
た
先
端
半
導
体
を
多
く
使
え
ば
使
う
ほ
ど
省

エ
ネ
効
果
が
高
ま
る
の
で
す
。

こ
う
な
る
と
半
導
体
と
は
申
せ
、
従
来
型
の

半
導
体
と
は
も
は
や
別
の
存
在
、す
な
わ
ち〝
半

導
体
で
あ
っ
て
も
半
導
体
で
は
な
い
〟と
言
え
、

こ
れ
を
制
す
る
者
が
産
業
の
核
心
を
制
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
の
投
資
を
呼
び
込
む

た
め
に

森
信
　
で
は
、
今
年
２
月
に
打
ち
出
さ
れ
た

「
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
概
要
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
す
。

飯
田
　
全
体
像
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や

電
力
需
要
の
増
加
の
影
響
な
ど
、
将
来
見
通
し

に
対
す
る
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
で
、
Ｇ
Ｘ
に

向
け
た
投
資
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、

よ
り
長
期
的
な
方
向
性
を
示
す
、
と
い
う
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
た
く
申
せ
ば
、
Ｄ
Ｘ
が
進
む
と
こ
れ
に
同

調
し
て
電
力
需
要
が
増
え
る
、
先
ほ
ど
先
端
半

導
体
を
活
用
す
れ
ば
省
エ
ネ
に
資
す
る
と
申
し

ま
し
た
が
、
な
に
ぶ
ん
将
来
の
こ
と
で
ど
の
よ

う
な
展
開
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
う
し
た

不
透
明
な
状
況
の
下
で
国
内
外
か
ら
の
投
資
を

呼
び
込
む
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
た
だ
電
力
を
供
給
す
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
く
、
非
化
石
・
脱
炭
素
電
力
の
供
給
が
十
分

で
あ
る
こ
と
、
そ
う
で
な
い
と
ど
ち
ら
に
し
て

半導体はそれ自身だけでなく、これを制す
る者が産業の核心を制する存在となって
います。すなわち“半導体であっても半導
体ではない存在 ”と言えます。

霞
が
関
の
核
心
核

経
済
産
業
事
務
次
官　

飯
田

　祐
二
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産
性
が
下
が
る
な
ど
、
悪
循
環
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
資
金
を
日
本
に
返

さ
せ
る
よ
う
な
政
策
を
と
る
お
考
え
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

飯
田
　
国
内
の
投
資
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
還
流
を
促
す
政
策
に
該
当
し
ま
す
。
こ
の

国
内
投
資
環
境
の
整
備
こ
そ
が
、
冒
頭
に
お
話

し
た
〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の
産
業
政
策
〟
の
主

要
な
テ
ー
マ
に
な
る
の
で
す
。
制
度
等
で
強
制

す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
が
収
益
拡
大
へ
の
合

理
的
活
動
と
し
て
国
内
投
資
を
図
る
よ
う
に
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
長
期
的
に
最
も
効
果
的
な
対

策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
将
来
を
左
右
す
る

半
導
体

森
信
　
そ
れ
で
は
各
論
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
注
目
を
集
め
る
Ａ

Ｉ
・
半
導
体
関
連
に
つ
き
ま
し
て
。
Ａ
Ｉ
・
半

導
体
産
業
基
盤
強
化
フ
レ
ー
ム
は
、
償
還
財
源

を
確
保
し
つ
な
ぎ
国
債
を
発
行
す
る
な
ど
、
複

数
年
に
わ
た
る
計
画
的
な
支
援
ス
キ
ー
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｘ
投
資
ス
キ
ー
ム
も
そ
う

で
す
が
、
将
来
の
財
源
確
保
を
前
提
に
政
策
を

行
う
と
い
う
点
で
、
米
国
の
ペ
イ
ア
ズ
ユ
ー

ゴ
ー
原
則
を
ま
ね
た
従
来
に
な
い
手
法
で
あ
る

と
私
は
評
価
し
て
い
ま
す
。

飯
田
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
政
府
は

Ａ
Ｉ
・
半
導
体
分
野
に
も
２
０
３
０
年
ま
で
に

６
兆
円
程
度
の
補
助
お
よ
び
委
託
費
等
と
４
兆

円
以
上
の
金
融
支
援
に
よ
る
計
10
兆
円
以
上
の

支
援
を
行
い
、
官
民
合
計
約
50
兆
円
の
関
連
設

備
投
資
を
誘
発
し
、
こ
れ
に
よ
り
半
導
体
生
産

等
に
伴
う
約
１
６
０
兆
円
の
経
済
波
及
効
果
を

実
現
す
る
よ
う
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
長
期
的
に
半
導
体
に
取
り
組

む
重
要
性
を
踏
ま
え
、
枠
組
み
構
築
に
あ
た
っ

て
は
財
政
当
局
と
と
も
に
二
人
三
脚
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

６
兆
円
の
内
訳
と
し
て
は
、
２
・
２
兆
円
を

財
政
投
融
資
か
ら
、
１
・
６
兆
円
を
基
金
か
ら

の
国
庫
返
納
金
や
政
府
が
売
却
を
進
め
る
商
工

組
合
中
央
金
庫
株
の
売
却
収
入
等
の
充
当
、
残

り
２
・
２
兆
円
は
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の
活
用
等

で
確
保
、
等
々
の
財
源
を
組
ん
で
い
ま
す
。

森
信
　
い
よ
い
よ
北
海
道
千
歳
に
あ
る
ラ
ピ

ダ
ス
の
２
０
２
７
年
量
産
開
始
を
控
え
て
い
ま

す
が
、
過
去
に
日
の
丸
半
導
体
が
没
落
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
気
呵
成
で
は
な
く
慎

重
に
進
め
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
の
点
の
所
感
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

飯
田
　
確
か
に
最
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
で
す
が
、
そ
れ
故
に
わ
れ
わ
れ
も
日
本
で
半

導
体
が
低
迷
し
た
背
景
に
つ
い
て
五
つ
の
要
因

を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い

よ
う
じ
っ
く
り
と
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
リ
ス
ク
は
常
に
内
包
さ
れ
て
い
る
の

で
、
過
去
の
失
敗
を
糧
に
こ
れ
を
乗
り
越
え
、

何
と
し
て
も
成
功
に
導
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

森
信
　
す
で
に
言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
そ

れ
ほ
ど
半
導
体
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
す
ね
。

飯
田
　
は
い
、
半
導
体
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
ド
ロ
ー
ン
、
自
動
車
、
家
電
な
ど
あ
ら
ゆ
る

電
子
機
器
を
動
か
す
た
め
の
必
需
品
で
す
。
逆

に
言
え
ば
今
や
半
導
体
無
く
し
て
は
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
つ
く
れ
ず
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
産

業
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
半
導
体
の

性
能
が
製
品
の
性
能
に
直
結
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
半
導
体
は
社
会
・
経
済
を
支
え
る
デ
ジ
タ

ル
イ
ン
フ
ラ
の
基
幹
品
で
あ
り
、
わ
が
国
が
直

面
す
る
社
会
課
題
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
や
少
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く
長
期
に
わ
た
っ
て
国
が
支
援
し
て
い
く
と
い

う
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

森
信
　
と
は
い
え
、
Ｇ
Ｘ
の
資
金
を
野
放
図

に
使
わ
れ
て
も
困
り
ま
す
ね
。

飯
田
　
は
い
、
そ
の
た
め
Ｇ
Ｘ
の
財
源
は
毎

年
財
務
省
に
要
求
し
、
査
定
を
受
け
、
国
会
の

審
議
を
経
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
審

議
会
を
設
け
、
有
識
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た

案
件
が
対
象
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
重
要
分
野
で
資
金

も
豊
富
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ル
ー
ズ
な
使
途
を

許
容
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

森
信
　
い
ず
れ
に
し
て
も
透
明
性
の
確
保
や

政
策
効
果
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
が
重
要
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

飯
田
　
ご
指
摘
の
通
り
、
毎
年
厳
正
な
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
を
か
け
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
分
類
さ
れ
た
投
資
分
野
各
項
の
中
で
、
結

果
と
し
て
資
金
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
項
目
が
生

じ
た
と
し
て
も
何
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年

チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
て
、
や
は
り
投
資
と
し
て
は

効
果
が
薄
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
使

わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
は
た
ら
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
か
な
り
有
効
活
用
さ
れ
る
の
で
は
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

森
信
　
排
出
量
取
引
制
度
に
関
し
、
一
定
の

排
出
規
模
以
上
事
業
者
の
参
加
が
義
務
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。

飯
田
　
は
い
、
２
月
25
日
の
閣
議
で
改
正

「
Ｇ
Ｘ
推
進
法
」
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
４

月
初
旬
段
階
で
法
改
正
案
は
国
会
審
議
を
待

つ
状
態
で
す
が
、
こ
の
中
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
直
接

排
出
量
が
年
間
10
万
ト
ン
以
上
の
事
業
者
は
、

２
０
２
６
年
か
ら
始
ま
る
排
出
量
取
引
へ
の
参

加
が
新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

森
信
　
こ
れ
は
ど
こ
で
取
引
す
る
の
で
す

か
？飯

田
　
新
し
い
取
引
所
を
こ
れ
か
ら
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

森
信
　
私
は
今
回
の
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
強
化
ス

キ
ー
ム
に
関
し
、
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い

ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で

は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
実
施
す
る
研
究
開
発

活
動
に
政
府
が
補
助
金
を
出
す
場
合
に
は
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ー
ン
の
形
を
と
っ
て
お

り
、
支
援
を
受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
商
業
化

に
成
功
し
た
場
合
、 

支
援
額
に
低
利
の
金
利
を

加
え
た
金
額
に
達
す
る
ま
で 

、
売
上
の
3
％

か
ら
5
％
を
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
と
し
て
課
す
こ
と

が
で
き
ま
す 

。
支
援
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

産
み
出
し
た
知
的
財
産
が
多
国
籍
企
業
等
の
他

企
業
に
売
却
さ
れ
る
場
合
に
は
、
最
大
で
支
給

額
の
6
倍
を
知
識
移
転
チ
ャ
ー
ジ
と
し
て
課
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
で
も
出
資
で
も
な
く
、
Ａ
Ｉ
や
脱
炭
素
な

ど
重
要
政
策
分
野
で
成
功
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
等
か
ら
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
払
っ
て
も
ら
う
、

と
い
う
仕
組
み
で
、
是
非
わ
が
国
で
も
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。と
い
う
の
は
、

出
資
金
に
す
る
と
、ま
た
国
が
口
を
出
す
の
か
、

と
い
う
批
判
が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
の
で
。

飯
田
　
そ
う
で
す
ね
、
多
額
の
国
費
を
投
じ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
確
実
に
リ
タ
ー
ン
を
取
っ

て
い
く
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
ご
提
案
い
た
だ

い
た
事
例
も
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い

霞
が
関
の
核
心
核

経
済
産
業
事
務
次
官　

飯
田

　祐
二
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も
国
内
外
の
産
業
界
は
日
本
で
は
な
く
他
国
に

向
か
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
従
っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
不
確
実
性
の
中
で
脱
炭
素
電
源
を
ど
う
確

保
し
て
い
く
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
れ
は
同

時
に
課
題
そ
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

森
信
　
現
状
、
脱
炭
素
電
源
と
言
え
ば
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、
水
素
、
ア
ン
モ

ニ
ア
に
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
る
の
で
は
。

飯
田
　
は
い
、
こ
れ
ら
の
各
種
電
源
に
対
し

て
投
資
を
促
す
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
脱
炭
素
電

力
を
供
給
す
る
と
い
う
よ
り
、
供
給
可
能
な
地

を
選
定
し
て
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
立
地
す
る
、

と
い
う
発
想
も
含
め
て
産
業
立
地
を
考
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
日
本
国
内
だ

け
で
な
く
、Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
共
同
体
）
の
枠
組
み
を
通
じ
、
ア
ジ
ア

は
も
と
よ
り
世
界
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
し
て
い

く
方
針
で
す
。

森
信
　
今
後
10
年
間
で
20
兆
円
規
模
と
さ
れ

る
「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」
で
す
が
、
先
ほ
ど
述

べ
た
よ
う
に
新
し
い
ス
キ
ー
ム
で
評
価
す
べ
き

点
が
多
く
あ
る
一
方
で
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
特
定
財
源
的
な
ス
キ
ー
ム
な
の
で
、
使
い

残
し
が
発
生
す
る
と
他
の
分
野
に
流
用
す
る
な

ど
資
金
の
無
駄
遣
い
が
生
じ
る
恐
れ
が
懸
念
さ

れ
る
点
で
す
。
一
部
に
は
、
日
本
で
は
最
先
端

の
環
境
対
策
技
術
を
有
す
る
企
業
が
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
た
め
資
金
が
使
い
き
れ
な
い
と
の
指

摘
も
あ
る
よ
う
で
し
て
。

飯
田
　
現
段
階
で
大
部
分
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
製
造
、
運
輸
、
く
ら
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

そ
の
他
分
野
横
断
的
措
置
な
ど
の
項
目
に
分
け

て
一
定
の
目
途
を
立
て
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の

場
合
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
や
は
り
投
資
、

つ
ま
り
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
で
の
予
見
可
能

性
を
ど
う
見
極
め
る
か
、
と
い
う
点
で
す
。
従

来
、
官
民
共
同
で
取
り
組
む
よ
う
な
重
要
分
野

の
推
進
に
お
い
て
産
業
界
か
ら
指
摘
さ
れ
る
の

が
、
予
算
が
単
年
度
で
あ
る
た
め
、
長
期
の
コ

ミ
ッ
ト
で
き
な
い
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
調

し
て
い
く
の
は
難
し
い
、
と
い
う
問
題
で
す
。

森
信
　
そ
の
課
題
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
を

図
る
の
で
し
ょ
う
か
。

飯
田
　
一
つ
は
基
金
を
設
け
必
要
に
応
じ
て

ス
ト
ッ
ク
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
も
う

一
つ
が
国
債
を
発
行
し
て
資
金
を
確
保
す
る
と

い
う
方
策
で
す
。
現
に
今
で
も
、
国
庫
債
務
負

担
行
為
（
国
が
金
銭
給
付
を
内
容
と
す
る
債
務

を
負
担
す
る
行
為
）
で
資
金
確
保
を
約
束
し
て

い
る
の
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
単
年
度
の
シ
ー

リ
ン
グ
で
は
国
庫
債
務
負
担
行
為
で
も
手
当
て

で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
回
の
Ｇ
Ｘ
投
資
の
よ
う
に
、
従
来

の
単
年
で
は
な
く
、
例
え
ば
三
年
間
で
ト
ー
タ

ル
こ
れ
く
ら
い
、
と
い
う
予
算
枠
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
産
業
界
の
投
資
や
研
究
開
発
費
を
引

き
出
し
や
す
く
な
る
わ
け
で
す
。
私
が
以
前
手

掛
け
た
Ｇ
Ｉ
（
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

基
金
２
兆
円
（
設
置
時
）
で
は
、
日
本
が
強
み

を
発
揮
で
き
る
分
野
に
対
し
て
、
単
年
で
は
な
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ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
リ
ン
グ

の
内
側
に
、〝
分
断
す
る
世
界
を
つ
な
ぎ
、
多

く
の
国
が
多
様
で
あ
る
が
一
つ
の
場
に
集
う
〟

と
い
う
理
念
を
体
現
す
べ
く
、
各
国
海
外
パ
ビ

リ
オ
ン
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
初
日
に
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
の
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
毎
日
い

ず
れ
か
の
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
を
開
催
し
て

は
世
界
の
要
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
切
れ
目
な
く

イ
ベ
ン
ト
や
大
規
模
な
シ
ョ
ー
が
続
く
の
も
大

き
な
見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
が
、
会
場
に
お
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。

森
信
　
産
業
界
か
ら
は
、
新
興
国
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
と
し
て
関
心

が
高
い
そ
う
で
す
ね
。

飯
田
　
逆
に
民
間
パ
ビ
リ
オ
ン
に
出
展
し
て

い
る
企
業
ブ
ー
ス
で
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
海

外
の
関
係
者
に
先
端
技
術
等
を
広
く
発
信
す
る

な
ど
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
好
機
と

捉
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
実
際
に
、
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
海
外
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
場

面
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
、
デ
ジ
タ
ル
や
モ
ビ

リ
テ
ィ
、
Ｇ
Ｘ
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
現
在
そ
し

て
今
後
、
国
際
社
会
共
通
の
課
題
と
な
り
そ
う

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
解
決
へ
向
け
た
技
術
を

提
示
す
る
機
会
は
そ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

同
時
に
万
博
に
は
、
地
方
自
治
体
か
ら
も
多

数
、
出
展
し
て
い
ま
す
。
海
外
か
ら
の
万
博
来

場
者
に
各
自
治
体
の
魅
力
を
発
信
し
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
直
接
各
県
へ
誘
客
で
き
る
よ
う
、
旅

行
代
理
店
に
チ
ケ
ッ
ト
設
定
の
ご
協
力
な
ど
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
逆
に
日
本
の
来
場
者
が

海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
を
見
学
し
て
各
国
へ
の
関
心

を
高
め
、
実
際
に
海
外
旅
行
へ
出
か
け
る
契
機

と
な
れ
ば
、
ま
さ
に
万
博
は
地
方
と
世
界
を
結

ぶ
ハ
ブ
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

森
信
　
チ
ケ
ッ
ト
の
入
手
方
法
は
今
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

飯
田
　
会
場
や
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
の
円
滑
な
入

場
の
た
め
し
ば
ら
く
の
間
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事

前
購
入
だ
っ
た
の
で
す
が
、
開
幕
前
に
は
旅
行

代
理
店
や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
当
日
券
購
入
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
だ
い
ぶ
購
入
し
や
す
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
も
か
く
も
、
各
パ
ビ

リ
オ
ン
の
壮
大
さ
は
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
目

を
見
張
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
一
見
に
如
か
ず

と
思
っ
て
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
（
笑
）。

森
信
　
万
博
は
私
も
期
間
中
に
２
回
行
く
予

定
で
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
４
月
２
日
に
実
施
し
、
同
18

日
に
最
終
校
正
を
行
い
ま
し
た
。

飯
田
次
官
の
印
象
は
、「
ザ
・
経
産
省
、
こ

こ
に
あ
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
高
い
熱

量
を
も
っ
て
、
理
路
整
然
と
進
め
ら
れ
る
お
話

に
は
、
人
を
引
き
込
む
力
が
あ
る
。
温
か
い
人

間
性
も
漂
っ
て
く
る
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
問
題
と

い
う
難
局
を
任
せ
ら
れ
る
お
人
だ
と
感
じ
た
。

ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

霞
が
関
の
核
心
核

経
済
産
業
事
務
次
官　

飯
田

　祐
二
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と
思
い
ま
す
。

中
堅
企
業
は
地
方
経
済
活

性
化
の
主
体

森
信
　
で
は
中
堅
企
業
政
策
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。
冒
頭
、
大
企
業
の
海
外
進
出
が
著

し
い
と
い
う
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一

方
で
多
く
の
中
堅
企
業
が
国
内
・
地
域
の
拠
点

と
し
て
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

飯
田
　
そ
の
通
り
、
従
業
員
数
２
０
０
０
人

以
下
、
そ
こ
か
ら
中
小
企
業
を
除
く
、
い
わ
ゆ

る
中
堅
企
業
は
売
り
上
げ
も
国
内
投
資
も
伸
び

て
お
り
、
あ
る
意
味
国
内
経
済
の
成
長
に
最
も

大
き
な
貢
献
を
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
さ
ら

に
着
目
す
べ
き
は
、
地
方
に
多
く
立
地
し
て
い

て
し
か
も
従
業
員
数
や
給
与
総
額
の
伸
び
率
は

大
企
業
を
上
回
る
な
ど
、
ま
さ
に
地
方
経
済
活

性
化
の
主
体
で
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
成
長

す
る
中
堅
企
業
が
今
後
も
国
内
投
資
を
拡
大
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
成
長
戦
略
を
描
け
る
か
ど

う
か
が
、
日
本
経
済
の
持
続
的
な
成
長
に
お
い

て
決
定
的
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
年
２
月
、
中
堅
企
業
の
役
割
や
課

題
、
官
民
で
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め

た
「
中
堅
企
業
成
長
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
同
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
、
関
係
省
庁
の

施
策
を
再
編
成
し
、
中
堅
企
業
成
長
促
進
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
取
り
ま
と
め
、
中
堅
企
業
等
地
域
円

卓
会
議
を
通
じ
て
重
点
支
援
企
業
を
選
定
し
、

施
策
の
効
果
を
全
国
に
広
げ
て
い
く
つ
も
り
で

す
。森

信
　
中
堅
企
業
等
地
域
円
卓
会
議
と
い
う

の
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
地
方
商
工
会
議
所

の
会
頭
・
副
会
頭
ク
ラ
ス
が
中
心
に
？

飯
田
　
も
う
少
し
一
般
的
な
会
員
も
対
象
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森
信
　
事
業
承
継
税
制
な
ど
も
関
係
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？

飯
田
　
後
継
者
難
の
事
業
者
も
対
象
と
い
う

意
味
で
、
Ｍ
＆
Ａ
実
施
時
の
税
制
優
遇
が
そ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。
他
に
も
設
備
投
資
支
援
等
、

焦
点
を
絞
っ
た
補
助
や
支
援
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

森
信
　
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す

か
。飯

田
　
年
間
売
り
上
げ
１
０
０
億
円
を
目
指

す
中
小
企
業
に
対
し
、
や
は
り
設
備
投
資
を
中

心
に
「
中
小
企
業
成
長
加
速
化
補
助
金
」
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
打
ち
出
し
て
以

後
、
多
く
の
企
業
か
ら
利
用
し
た
い
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

森
信
　
最
後
に
、
こ
の
対
談
の
掲
載
段
階
で

は
始
ま
っ
て
い
る
「
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万

博
」
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

飯
田
　
日
本
で
行
っ
た
過
去
２
回
の
万
博
、

す
な
わ
ち
１
９
７
０
年
大
阪
万
博
、
２
０
０
５

年
の
愛
知
万
博
こ
と
愛
・
地
球
博
に
比
べ
、

１
５
８
の
参
加
国
は
過
去
最
多
、
し
か
も
参
加

各
国
が
自
由
に
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設
計
で
き
る
の

は
、70
年
大
阪
万
博
以
来
55
年
ぶ
り
な
の
で
す
。

愛
・
地
球
博
の
と
き
は
日
本
国
際
博
覧
会
協
会

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
の
外
装
・
内

装
・
展
示
の
み
を
参
加
国
が
仕
上
げ
る
形
で
し

た
。ま

た
建
築
物
の
目
玉
で
あ
る
大
屋
根
リ
ン
グ

は
一
周
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
20
メ
ー
ト

ル
、内
径
約
６
１
５
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
誇
り
、

世
界
最
大
の
木
造
建
築
物
と
し
て
先
ご
ろ
ギ
ネ

3620252025 .. 55　　


